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第二次審査（論文公開審査）結果の要旨
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変形性関節症（OA）の有病率は加齢に伴い増加し，その早期診断ならびに治療は医療経
済的な問題となっている。OA の重要な危険因子は加齢である。近年，加齢と OA を関連付










検体を用いて温度と対象物の環境が異なる条件下で 5 分ごとに 1 時間まで色度を測定し，
最適な測定条件を調査した。測定値の再現性については，光源輝度 L=550 において関節軟











xyz 座標系で表示し，軟骨の褐色化を表す指標として褐色度 x/y を定義した。測定値は軟骨
表面の 9 ヵ所の色度を 3 回測定し，その平均値を採用した。関節軟骨における AGEs の特徴
的マーカーであるペントシジン量を高速液体クロマトグラフィーを用いて定量した。加齢
に伴い関節軟骨のペントシジン蓄積量は弱い正の相関を認め，褐色度は弱い正の相関を認
めた。しかし，可視光内では関節軟骨の褐色度とペントシジン蓄積量に相関を認めなかっ
た。
第二次審査では，本研究や開発装置の概要に加え，測色における現状の問題点や限界，
加齢に伴う軟骨の種類や局在の変化，今後の臨床への展開等について議論され，いずれも
文献的考察を加え的確な回答を得た。本研究は軟骨の色彩に注目した点に新規性があり，
臨床的にも今後の展開を期待できる成果を得ており，本論文は学位論文として価値あるも
のと認定した。
